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第３学年 算数科 ２けたをかけるかけ算の筆算 令和５年１月 18日(水)５校時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 問題提示 乗数にあたるみかんの個数を伏せて提示 

○ 本時でもたせたかった「単元を貫く問い」をもたせるためのしかけとして、初めから 34個や 95個の代金を扱っていれば、

子どもが「大変だ」「面倒だ」という思いをもち、「２けたをかけるかけ算の筆算はどうやってするのかな？」という「単元

を貫く問い」につながったのではないかと考える。また、筆算にこだわっている子どももいたので、筆算について説明させ

ることで、「なぜ筆算はそうかくのか？」という問いが生まれ、「単元を貫く問い」につながったのではないかと考える。 

○ ふりかえりについては、図を用いたり、乗数を分けたりして考える姿を引き出し、それを価値付けることで、乗数を分け

るという筆算につながる計算の仕方に気付かせたかった。子どもから、「20を 10と 10に分けると計算できた。」という発言

があったため、板書に残しておいたが、価値付けが不十分であった。そのため、23×34を考える際に、乗数を分ける方法を

使おうとする子どもがあまり見られなかった。考えのよさを子どもに実感させる手立てが必要である。 

 

 

子どもの姿からの報告 

 

考察 

 

みかんをいくつ買うか問うと、生活経験や計算のしやすさを基に個数

を考える姿が見られた。子どもから出された個数の代金を１つずつ確認

していくと、「23×95」「23×20」は未習のため計算できないことに気付

いた。そこで、本時の問いを「23×20 はどうやって計算するのかな？」

とし、問題解決に進んでいった。 

図１ 実際の板書（問題提示） 

【本時でもたせたい「単元を貫く問い」】 ２けたをかけるかけ算の筆算はどうやってするのかな？ 

みんなだったらいくつ買いますか？ 

５個！ 

 何個買

うのか分

からない

と解けな

いよ！ 

20 個！ 
95 個！ 

10 個！ ７個！ 

② 問題解決（個人・ペア）  

23を 20と３に分け

て、20×20＝400、３×

20＝60。それを合わせ

て、400＋60＝460。 

 

筆算でできるよ！ 

20 個を 10個と 10 個に分けれ

ば、23×10＝230だったから…。 

筆算だと、どうかけばいい

か分からない。 

既習を用いて、被乗数に当たる 23を 20 と３に分けている子

どもが多くいた。図を用いて、乗数である 20 を 10 と 10 に分

けて考えている子どもも数名見られた。 

③ 問題解決（全体）  

図２ ふりかえらせたい子どもの発言を残した板書 

図を用いて、20を 10 と 10 に分けて考えている子どもの考えを取り上げ、計算の仕方を全体で

考えた。20 個のみかんを分けさせ、「どうして 10 個と 10 個に分けたのかな？」と問うことで、

乗数を分ける方法で全員が考えることができるようにした。そして、「23×20 はどうすれば計算

できたの？」と問い、「20 を 10 と 10 に分ける」という乗数を分ける考えを板書に残しておくこ

とで、いつでもふりかえることができるようにした。 

 どうして 10 個と 10 個に分けたの

かな？ 

④ 適用問題（全体）  

 この箱の中に、みかんが 34個

あるよ。 

箱に入ったみかんを提示し、34

個分のみかんの代金の求め方を考

えさせた。 

時間の関係で、答えまでは求め

なくとも、「23×20」の計算の仕方

を使って、どのように計算すれば

よいかを考えさせた。 

⑤ まとめ  
「23×34」の計算の仕方を発表させた。すると、図３左のよう

に筆算の形でかく子ども、図３右のように、34 を 10 と 10 と 10

と４に分ける子どもがいた。ここで、「分けると式がたくさん出

てきて面倒だ。」という子どもの反応を期待していたのだが、子

どもは、それが「大変だ」「面倒だ」という思いをもっていなか

った。そのため、教師から「もっと簡単に計算できる方法はない

かな？考えていこうね。」と投げかけ、授業は終了した。 

23×34 は、

34 を 10 と 10

と 10 と４に分

けて、それぞれ

かけて合わせ

れば、計算でき

ます！ 

ふりかえり 

100個！ 

図３  

単元を貫く問い 


